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【目的】 
 新病院への移行に伴い、今回新たな血管撮影装置（PHILIPS 社製 Allura Clarity）3
台が導入された。Allura Clarity シリーズは高画質と低被ばくのバランスにおいて高い水
準を保つことに成功した画期的なシステムである。そこで、3台の内の 1台である血管撮影













１．Clarity と Xper で比較すると透視に関しては 15%低減しており、撮影に関しては
DA25%、DAHC33%、DSA については 80%低減されていた。 
２．視覚評価では、Clarity は Xper に比べて粒状性、鮮鋭度に関して同等、もしくは
同等以上の画質となっていた。 




これは Spatial Filteringや Temporal Filteringなどの複数の画像処理によるものと考え
られる。特に DSA に関しては、AMC（Auto Motion Control） の効果が 80%の低減に大きく
貢献していると考えられる。 
 
 
 
 
